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大
正
十
二
年
九
月
一
日
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
の
際
は
、
大
正
七
年
生
ま
れ
の
筆
者
も
物

心
が
つ
い
て
間
も
な
く
の
時
分
で
あ
り
、
高
知
市
の
生
家
で
は
正
午
で
茶
の
間
で
昼
食
の
食
卓

に
つ
い
て
い
た
。
震
源
地
の
関
東
地
方
と
は
遥
か
に
離
れ
た
高
知
市
で
も
、
電
球
の
笠
が
揺
れ

て
い
た
の
で
震
度
二
位
の
揺
れ
で
あ
っ
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
る
。
間
も
な
く
号
外
が
出
て
地
震

の
被
害
の
大
き
さ
に
驚
い
た
。 

寺
田
寅
彦
全
集
（
岩
波
書
店
）
の
中
の
日
記
及
び
書
簡
に
よ
る
と
、
関
東
大
震
災
当
日
の

九
月
一
日
は
「
朝
は
時
化
模
様
で
時
々
暴
風
雨
が
襲
っ
て
き
た
。
」
雨
が
少
し
収
ま
っ
た
の
で
、

当
時
開
か
れ
て
い
た
二
科
会
の
美
術
展
を
鑑
賞
す
る
た
め
に
、
上
野
の
美
術
館
へ
来
て
い
た
が
、

休
憩
し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
す
す
り
な
が
ら
、
津
田
青
楓
氏
と
雑
談
を
し
て
い
た
。
や
が
て
地
震
が

来
て
長
く
揺
れ
て
い
た
が
、
流
石
に
地
震
に
詳
し
い
学
者
だ
け
あ
つ
て
、
家
屋
の
揺
れ
方
を
落

ち
着
い
て
観
察
し
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
中
の
小
宮
豊
隆
に
出
し
た
手
紙
で
は
、
今
度
の

地
震
は
、
東
京
で
は
そ
う
大
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
家
屋
の
倒
壊
よ
り
も
、
火
災
に
よ
る
被

害
が
大
き
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
火
災
は
東
京
府
及
び
神
奈
川
、
千
葉
、
静
岡
の
各
県
で
も
発

生
し
た
が
、
東
京
市
の
被
服
廠
跡
だ
け
で
も
三
万
余
名
の
焼
死
者
を
出
し
た
。
寅
彦
は
す
ぐ
さ

ま
学
生
達
と
共
に
、
火
災
の
模
様
を
調
べ
て
回
っ
て
い
る
が
、
火
災
に
よ
る
旋
風
が
い
た
る
所

で
発
生
し
、
そ
れ
が
火
災
を
大
き
く
し
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
寅
彦
の
資
料

の
中
に
「
大
火
災
時
ノ
気
象
状
態
」
と
い
う
カ
タ
カ
ナ
文
字
で
ガ
リ
版
刷
り
の
印
刷
物
が
あ
り
、

こ
の
手
紙
に
よ
り
大
火
の
原
因
が
は
っ
き
り
す
る
。 

 

そ
の
書
き
出
し
は
「
大
正
十
二
年
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
八
分
四
五
秒
京
浜
地
方
大
激
震

ニ
伴
フ
火
災
ノ
猛
烈
ナ
リ
シ
ハ
、
一
方
水
道
破
損
ガ
主
ナ
ル
因
子
ナ
ル
ト
同
時
ニ
当
時
ノ
風
勢

ノ
強
烈
ナ
リ
シ
モ
大
ナ
ル
補
助
ナ
リ
シ
コ
ト
何
人
モ
知
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
今
友
ニ
其
当
時
ノ
天

候
ノ
状
態
ヲ
叙
シ
テ
、
後
日
ノ
参
考
ニ
資
セ
ン
ト
ス
。
」
中
央
気
象
台
ヨ
リ
、
と
な
っ
て
い
る

が
、
文
中
の
「
友
」
は
当
時
の
気
象
台
長
：
岡
田
武
松
が
、
友
人
と
し
て
の
寺
田
寅
彦
に
送
っ

た
も
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
資
料
で
は
、
大
正
十
二
年
九
月
一
日
よ
り
三
日
ま
で
の
風
、
気
圧
、
気
温
、
湿
度
と
地

震
前
後
の
火
災
に
対
す
る
岡
田
台
長
の
解
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
八
月
三
十

日
午
前
六
時
に
鹿
児
島
で
台
風
と
な
り
、
気
圧
は
七
三
六
ミ
リ
（
九
八
一
HP(

ヘ
ク
ト
パ
ス
カ

ル
）)

で
、
九
月
一
日
午
前
六
時
に
は
若
狭
湾
に
出
て
、
尚
東
北
東
に
進
行
し
た
。
副
低
気
圧

が
名
古
屋
に
発
生
し
東
に
進
み
、
地
震
直
前
の
午
前
十
時
に
は
、
東
京
の
北
を
通
過
し
、
東
京

に
お
い
て
、
短
時
間
の
急
風
猛
雨
あ
り
、
そ
の
際
、
大
地
震
発
生
、
地
震
時
の
一
日
正
午
の
風

向
は
南
一
二
・
三
m/ｓ
で
、
こ
の
程
度
の
風
速
を
保
ち
な
が
ら
西
に
回
り
更
に
北
に
回
り
、
午

後
十
一
時
に
は
最
強
風
北
西
の
二
一
・
八
m/s
に
達
し
た
。
そ
の
た
め
火
事
の
前
線
は
常
に
向

き
を
変
え
な
が
ら
燃
え
広
が
っ
た
。 



二
日
午
前
に
は
風
も
数
m/s
と
お
さ
ま
っ
た
が
「
大
い
な
る
積
乱
雲
」
を
生
じ
た
。
そ
の
間

気
象
台
の
最
高
温
度
は
四
六
・
四
℃
で
、
本
台
は
焼
失
し
、
本
館
軒
先
よ
り
四
十
メ
ー
ト
ル
隔

た
っ
た
所
に
あ
っ
た
百
葉
箱
内
で
測
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

更
に
気
温
に
つ
い
て
は
地
震
の
あ
っ
た
前
後
の
夜
間
に
は
二
十
六
℃
程
度
で
あ
っ
た
が
、

本
台
焼
失
の
前
に
は
次
第
に
増
加
し
火
災
の
た
め
約
六
℃
の
昇
温
を
し
、
一
日
の
午
後
十
二
時

に
は
三
二
・
七
℃
と
高
温
で
、
二
日
の
午
前
六
時
頃
ま
で
、
こ
の
程
度
の
気
温
が
続
い
た
。
そ

れ
に
従
っ
て
湿
度
は
八
〇
％
台
か
ら
四
〇
％
台
ま
で
下
が
り
、
家
屋
や
器
物
は
大
変
乾
燥
し
て
、

火
災
の
発
生
し
易
い
状
態
と
な
っ
た
。
気
圧
は
一
日
午
後
四
時
に
は
七
四
七
・
四
ミ
リ
（
九
九

六
HP
）
に
下
が
り
、
そ
れ
よ
り
上
昇
し
始
め
、
翌
正
午
に
は
七
五
三
・
八
ミ
リ
（
一
〇
〇
四

HP
）
に
達
し
尚
上
昇
を
続
け
た
。 

 
 

こ
こ
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
岡
田
台
長
は
大
火
災
の
発
生
の
主
な
戻
因
と
し
て
①
水

道
の
破
損
と
、
②
台
風
に
よ
る
強
風
、
の
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
尚
、
荒
川
秀
俊
他
の
著
書
：

日
本
史
小
百
科
「
災
害
」
（
近
藤
出
版
）
に
よ
る
と
そ
の
他
の
原
因
と
し
て
③
揮
発
物
や
薬
品

等
危
険
物
が
引
火
爆
発
し
た
り
、
④
水
面
に
浮
遊
す
る
重
油
に
引
火
し
、
浮
か
ん
で
い
る
人
や

船
を
焼
い
た
。
⑤
家
財
の
路
上
堆
積
物
に
飛
び
火
し
た
り
、
消
火
の
妨
げ
に
な
っ
た
、
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 


